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さ い こ う 礼拝 

新生讃美歌ニュースレター“リニューアル” 

 「NEWSONG」から「礼拝さ・い・こ・う」へ 
教会音楽室長 江原美歌子 

連盟ホームページアドレス：http://www.bapren.jp/ 

『新生讃美歌2003』発刊より、10周年の年を迎え

ました。この682曲を収める賛美歌集を礼拝で、

集会で、大いに用いられていることと思います。 

 一方で、「新曲を読譜する困難さ」、「奏楽者

がいない」、「礼拝での賛美歌選曲に悪戦苦闘し

ている」…など、まだまだ使いこなすまでいかな

いという声も聞かれます。 

 

 教会音楽室では「礼拝での賛美歌選曲」の課題

に端を発し、まず「礼拝のことを学ぶ」礼拝音楽

研修会を2004年度から始めました。各基調講演講

師より、さまざまな視点から講師の大切にされて

いる「バプテストの礼拝」を語っていただいてい

ます。この講演録は貴重な、バプテストの礼拝を

学ぶ参考資料となっています。＊講演録の必要な

かたは教会音楽室までお問い合わせください。 

 

 先日、米国より一時帰国されていた朴宣教研究

所所長に、アメリカでのバプテスト諸教会の礼

拝、またその礼拝研修の具体について尋ねたとこ

ろ、「研修できたとしても、それはアメリカのバ

プテストの礼拝の学びになるだろう」と答えられ

ました。あらためて日本バプテスト連盟諸教会に

連なる私たちでバプテストの礼拝をともに学び

あっていくことの重要性を認識させられました。 

 

 昨年度の第９回全国礼拝音楽研修会(広島)では

「礼拝さ・い・こ・う」として、南光台教会の井

形英絵氏の東日本大震災後の礼拝の経験の中か

ら、「礼拝が自明のことではない」こと、バプテ

ストの礼拝が信徒ひとりひとりの参与によってた

てあげられていることを学びました。この「さい

こう」のテーマを受け、礼拝の賛美の充実がひと

つの大きな指針であった『新生讃美歌2003』に

あって、新生讃美歌10年目のこのとき、礼拝をと

もに再考し、諸教会の礼拝経験が豊かに再興され

ていくことを願い、ニュースレターをリニューア

ルすることといたしました。 

 具体的には、「礼拝」と「賛美」に大きく焦点

をあて『新生讃美歌』をより礼拝で豊かに用いて

いただくための「礼拝と賛美の学び」「伴奏アイ

デア提供」、「各教会・伝道所の礼拝と賛美のと

りくみ」、「伴奏補助資料―初歩～中級」を中心

に、内容を一新してご紹介していきます。 

 

 これまでB４サイズ、サーモンピンクの用紙で

ご案内していましたが、サイズもA3サイズ、コ

ピー、印刷可能な白地の用紙とし、ホームページ

でもアップし、ダウンロードできるようにしまし

た。教会で大いに増刷していただき、音楽奉仕者

に限らず、信徒の皆様にひろくご案内ください。

ご自身を含めて！奏楽者養成にもご活用くださ

い。また、皆様からのアイデア、礼拝の賛美のと

りくみの報告なども受けつけます。協力伝道によ

る力と励まし合いの輪を賛美の場においても大い

に広げてまいりましょう。 



このコーナーでは、ピアノやオルガンなどを使わないで伴奏をつけて

新生讃美歌を歌いましょうという試みをお届けします。  

 さて、暑い夏ですが、この暑さの中で「沖縄」で生きる方々のことを覚えます。

新生讃美歌では「琉球讃美歌」が２曲入っています。 

    ３９５番「伝えましょう イエスの救い」と４３３番「祈りさびら」 

 ３９５番は琉球童歌「てィんさぐぬ花」という歌が元です。「てィんさぐぬ花」

とは「鳳仙花（ほうせんか）」のことで、「てぃんさぐの花」で赤く指などを染め

たように、親の言葉を心に染みさせる、という意味の教訓歌です。イエスさまの救

いが私たちの心に染みていくよう願って作詞されました。 

    (詳しくは『新生讃美歌ハンドブック』65ページをご覧ください） 

 ちなみに、沖縄バプテスト連盟宣教100周年を記念して出版された「琉球讃美歌」

（1992年、古堅宗伸 編著）では、横田盛永作詞の歌詞（新生３９５番の元詞）、

長嶺武子詞「救いぬゆるくび」と２曲が掲載されています。  

 ３９５番はコードネームがついていますが、コードで伴奏せず、むしろ単旋律で歌う方が良

いでしょう。メロディは覚えやすいので、リコーダー等でメロディをとればと思います。 

 打楽器の伴奏としては、低音の太鼓がおすすめですが、木の棒（太さ１５ミリはほしい）に

布などを巻き付け、撥をつくり、大きい段ボール箱を叩けば（立方体のまま）それらしくなり

ます。それ以外には教会にあるバケツや椅子やボウルなど何でも叩いてみて探してみれば良い

でしょう。（但し、傷ついたり、破損した場合の責任は負いかねます。） 

 さらに加えたいのが「波の音」！ これは大きいペットボトルに砂や米粒、豆粒などを入れ

て動かしてみれば、波の音らしくなるかもしれませんが、良い音が出る方法を発見した方は教

えてください。なお太鼓のリズムは、単純でも音の強さを変化させることで、とても豊かにな

ります。  

坂本 献（所沢教会） 

また、クワイヤーチャイム(トーンチャイム）の

ＣとＧの２本を同時に繰り返しても、ステキな

伴奏になります。 

395番 太鼓のリズム 

上のリズムに、時々下のリズムを

入れます。音量はいろいろ試してみてください。 

３９５ 



礼拝の奏楽、特別賛美や献金の奏楽などを、オルガン・ピアノに限らず 

いろいろな楽器で奏でてみませんか？ 

新生讃美歌１３１番 イエスのみことばは 

             （詞・曲 藤本美枝子） ギタリスト・ギター教室講師 

西野修平（北九州教会） 



ハレルヤ！主の御名をほめたたえます。 

 リニューアルされた「礼拝さいこう」の礼拝・賛美の取組み紹介として、長崎バプテスト教会の礼拝

の様子をレポート致します。 六月の第五主日に行われた「讃美と証しの礼拝」です。 

 第一礼拝（9:00）・第二礼拝（11:02）の選曲については、牧師との打ち合わせのもと、行ってい

ます。会衆みなさんが日ごと新しい気持ちで讃美することができるよう、様々な種類の曲を取り入れる

ことを心がけています。（今回の礼拝では、三曲目にプレイズの曲を選びました。） 

また、長崎教会では、月に1回の第三礼拝（ゴスペル）を行っており、ゴスペルクワイヤFAITHが主体

となって、礼拝を捧げています。第三礼拝（ゴスペル）の選曲は、ゴスペル音楽主事が担当しており、

ゴスペル曲・プレイズ曲を中心に讃美をささげています。 

 教会に集うすべての人々が喜びをもって、心から讃美そして礼拝をささげることを願いつつ、働きを

させていただいています。 

                   長崎バプテスト教会 

                  教会音楽主事 嘉手苅夏希 

礼拝のストーリーに聴く 



新生讃美歌ハンドブック  ～賛美を深めるために～ 

昨年11月に発行された「新生讃美歌ハンドブック」は活用されていますか？よく歌われる賛美歌

も、曲の背景やエピソードを知ることは、新たな賛美歌との出会いとなることでしょう。8月、平

和を覚える集会等で歌われる賛美歌として新生讃美歌570番「たとえばわたしが」をご紹介しま

す。隣人との関わりから、イエスさまがわたしを背負って歩んでくださった意味が、あらたに示

される解説文となっています。賛美する前に皆で読みあって歌うなど、お勧めいたします。  

＊「新生讃美歌ハンドブック」（1000円） 好評発売中 

＊「新生讃美歌」小型判とのセット価格3000円 


